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1. はじめに 

近年，インターネットの普及によるライフス

タイルの変化により，若者を中心に国民のテレ

ビ離れが進んでいる（図 1）．また，ハードディ

スク・レコーダー等の高度な映像録画装置の普

及によって視聴率の低下も進んでおり，広告媒

体としてのテレビ放送の価値は低下し，放送産

業の市場規模が縮小している． 

こうした中，ブロードバンドの普及に伴う通

信速度の高速化や，端末の高機能化によってイ

ンターネットを経由したテレビ放送サービスが

可能となった．インターネットテレビは，映像

提供者が視聴状況や視聴者情報の調査・分析が

容易である，視聴者が時間に縛られずに自分の

見たい番組を選択できる，といった特徴があり，

その人気は徐々に高まってきている． 

しかしながら，インターネットテレビは，広

告収入等のビジネスモデル上の問題や，放送コ

ンテンツの知的財産権を巡る問題，ソフト・ハ

ード双方の技術面の標準化の問題，既存メディ

アとの競合の問題など，解決すべき問題も多い．

これらの問題点がインターネットテレビの普及

を妨げている． 

よって本論文では，日本におけるインターネ

ットテレビの現状を調査し，上記の問題の解決

に向け，課題を整理する．更に，人々のライフ

スタイルや情報端末，広告価値の変化等を分析

し，今後のインターネットテレビのあるべき姿

について考察する． 

 

2. インターネットテレビの現状 

まず現行のインターネットテレビの問題点を

映像提供者，視聴者双方の視点から述べる．な

お，本来「テレビ」とは，テレビ放送とその受

像機の二つの意味を含むが，本論文における

「インターネットテレビ」は，インターネット

を経由して提供されるテレビ放送を指すものと

する． 

 

 

 

 
図 1 テレビ視聴時間の年代別変化（出典：文献[1]） 

 

2.1 映像提供者側の問題 

まず，放送事業者にとっての問題としてビジ

ネスモデル上の問題が挙げられる．広告主から

視聴率に応じて得られる広告料がビジネスモデ

ルの主体である放送事業者にとって，インター

ネットテレビは，視聴率の低下を助長し，収入

減少の原因になると考えられている． 

また，プロバイダ等の放送事業者以外の映像

提供者も含まれる問題として，知的財産権の問

題で，放映できるコンテンツが各サイトによっ

て制限される，映像提供できるソフトが制限さ

れるといった問題もある． 

 

2.2 視聴者側の問題 

 視聴者から見たインターネットテレビの問題

として第一に挙げられるのが，有料コンテンツ

の多さである．前述のビジネスモデル上の問題

が原因で，現在民放各局の運営するインターネ

ットテレビサイトでは，ほとんどが有料のオン

デマンド形式となっている．また，インターネ

ットテレビサイトとして最大級の Gyao!は，無料

サイトとされているが，実際に人気のコンテン

ツを楽しもうとすると，その多くが有料となっ

ている．「テレビ視聴 = 無料」というイメージ

が強い視聴者にとって，有料であるということ
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図 2 媒体別広告費の推移 

（出典：文献[2]をもとに作成） 

 

は抵抗がある． 

その他の問題として視聴環境の問題がある．

インターネットテレビ視聴に要求されるブラウ

ザやプレーヤーはサイトによって異なる．また

ハードウェアの種類や性能に依存する．これら

の問題から，現時点では気軽に視聴できる魅力

的なコンテンツは少ないと言える． 

 

3. インターネットテレビのあるべき姿 

 ここでは，インターネットテレビが今後普

及・発展していくために，解決すべき問題を整

理し，今後のインターネットテレビについての

あり方を考察する． 

前述の問題の中でも，特にインターネットテ

レビの普及・発展の大きな妨げとなっているの

は，放送事業者のビジネスモデルの問題と，そ

れに伴うコンテンツの有料化の問題であると考

えられる．この問題を解決するには，インター

ネットテレビも従来のテレビと同様に，視聴率

に応じた広告料を主としたビジネスモデルに切

り替えるべきである．しかし，これに近い方法

を採っている Gyao!のコンテンツが一部有料であ

ることや，民放各局がこの方法を採らないこと

から，現段階では，インターネットテレビにお

いて広告収入は主なビジネスモデルには成り得

ないと考えられる． 

しかし，現在インターネット広告費は新聞を

超え，テレビに次ぐ第二位となっている[2]．更

に，テレビの広告費は減少傾向にあり，インタ

ーネットの広告費が増加傾向にある（図 2）．こ

れは，テレビの視聴時間が減り，インターネッ

トの利用時間が増えている，といった人々のラ

イフスタイルの変化が要因であり，今後もこの

傾向は継続していくと考えられる．また，こう

した変化に加え，インターネットテレビは，視

聴するテレビ番組から，ユーザの趣味・趣向の

分析が可能であり，興味関心連動型広告の為の

データ収集手段としても期待できる． 

以上のことから，インターネットテレビの広

告としての価値は今後高まっていくと考えられ

る．また，従来のテレビに比べ，より正確な視

聴者数の測定が行えることからも，将来的にイ

ンターネットテレビが，テレビに匹敵する新た

な広告ビジネスとなることも十分可能である． 

更に，LTE（Long Term Evolution）等の高速通

信規格対応のスマートフォンやスマートテレビ

の普及も，インターネットテレビ普及につなが

る可能性がある．高速通信規格対応のスマート

フォンの普及は，従来の携帯電話では視聴不可

能だった大容量の映像視聴を可能にする．また，

スマートテレビの普及は，大画面での高速な映

像視聴を可能にし，パソコンや携帯電話で映像

を視聴することに抵抗があった視聴者も，従来

のテレビに近い感覚で映像視聴が可能となる． 

インターネットテレビが広告ビジネスとして

成り立てば，将来的にコンテンツの無料配信も

可能となる．それに加え，端末の進化によって

より多くの環境で視聴が可能になれば，インタ

ーネットテレビは視聴者にとって魅力的な娯楽

のためのメディアとなる．そして，インターネ

ットテレビのメディアとしての価値が高まれば，

映像提供者にとっても新たなビジネスチャンス

が生まれ，更なる活性化が期待できる． 
 

4. おわりに 

本論文では，まずインターネットテレビの現

状を調査し，どのような問題があるかを映像提

供者側と視聴者側に分けて述べた．そして，イ

ンターネットテレビが普及，発展するために解

決すべき問題を整理し，これらを解決するため

の案と，今後のインターネットテレビのあるべ

き姿を，インターネットテレビ周辺の様々な変

化を踏まえた上で考察した． 

今後は，現在のインターネットテレビの成功

事例や，視聴者のテレビに対するニーズについ

て調査し，視聴者にとってより魅力的なコンテ

ンツや，映像提供者にとって有益なビジネスモ

デルを提案する． 
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